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９．膠原病・リウマチ内科
膠原病・リウマチ内科部長　内野愛弓

　当科では、スタッフ3名・専攻医1名に加え、九州大学からの非常勤医師による外来も併設し
て診療を行っています。外来診療に関しては、引き続き関節リウマチが最多で約半数を占めると
ともに、新規診断患者数も増加しているようです。一方、入院診療では血管炎の増加が目立ちま
す。いずれも、高齢化を反映した変化と捉えて矛盾なく、同様の傾向は今後も続くものと予想さ
れます。当科診療領域では、新規生物学的製剤や低分子治療薬、免疫抑制剤の上市・承認が続い
ており、関節リウマチのみならず他疾患においても、治療が大きく様変わりしていくことが期待
されます。恩恵を診療に還元していけるよう、診療科一同研鑽に励む所存です。
　新患受入れには、今後も最大限努めて参りたく考えておりますものの、御紹介患者数の増加は
著しく、2024年も前年を100名ほども上回る御相談を頂戴致しました。筑豊医療圏のリウマチ専
門医や診療施設の数は、引き続き減少することが判明しておりますので、状況の悪化が見込まれ
ます。この点を踏まえると、2025年以降は、既に飽和している再診外来維持との両立が一層の
課題となりそうです。地域の先生方からの日頃の御厚誼に深謝致しますとともに、今後とも変わ
らぬお力添えを賜りたく、宜しくお願い申し上げます。
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